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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成⾧手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役
天野 仙志

真に社会の役にたつ技術開発
タイチマシナリーはリサイクルプラントの設計・製造・保守を通じて資源循環社会を現場から支えてきました。
人手不足、厳しい作業環境、電池火災のリスクなど、廃棄物処理の現場が抱える問題に対し、自社開発のAI・ロ
ボット・X線技術による選別装置で省人化と安全を実現し、電池リサイクルまで手掛ける資源循環のサプライヤー
へ成⾧します。
挑戦する社員の成⾧と待遇改善に投資しながら、お客様と地域・社会に新しい価値を提案し続けます。

2032年の売上高達成に向け、年率35%程度の成⾧を目指す。 • 独自のAI・ロボット・X線技術を核とするメーカーへの転換
• 自社製品による高付加価値な収益構造の確立
• AI・ロボット開発などを担う先端技術人材の確保と、挑戦を後
押しする組織風土の醸成

• 開発・実証を行う新拠点とR&D・製造体制の整備主力製品 リサイクルプラント

〇本社所在地:神奈川県横浜市中区
〇事業概要:
リサイクルプラント設備の設計・製造、
メンテナンス事業
〇常時使用する従業員:28名
（2026年9月時点）
〇現在の売上高:13億円
（2025年11月期）
〇法人番号:2021001049725
〇Web:https://www.t-machine.co.jp/

タイチマシナリー株式会社（技術サービス業）

• 代表取締役が統括する現行体制を基盤とする
• AI・ロボット開発を担うR&D部門を新設し、先端技術人材を新
規雇用

• AIソフトウェア開発や産業機械製造を担う外部企業と連携し、
共同開発を進める

• 既存のプラント事業の深耕と、メンテナンス事業の拡大による
ストック収益の安定化

• 開発センター（新拠点）を開設し、AI選別ロボット・X線電池
検知装置を開発・事業化。最先端領域を当社の主力事業へ成⾧
させる

• 電池リサイクル事業への参入と、開発技術を応用した省人化ソ
リューションの提供による新たな収益源の確立

（単位:億円）
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既存領域 最先端領域 電池リサイクル・その他


